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三
種
混
合
予
防
接
種
を
実
施

該
当
者

　
一
期
の
該
当
者
（
昭
和
四
十
九
年

十
月
一
目
～
五
十
年
九
月
三
十
目
ま

イ
、
曳
に
生
ま
れ
た
も
の
）
で
、
今
ま
で

に
］
回
な
い
し
二
回
接
種
を
終
っ
た

も
の
．
前
二
回
の
接
種
時
に
一
度
も

受
け
て
い
な
い
者
は
、
来
年
度
一
期

と
し
て
三
回
接
種
を
受
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
前
の
注
意
　
■
前
目
入
浴
を
さ

せ
清
潔
な
肌
着
を
着
せ
ま
し
ょ
う
．

■
接
種
日
は
体
温
測
定
を
忘
れ
ず
に
、

混
雑
し
た
会
場
で
あ
わ
て
て
計
る
事

は
や
め
ま
し
ょ
う
．
■
問
診
票
は
責

任
を
も
っ
て
正
確
に
記
入
し
て
く
た

さ
い
。
■
有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著

し
い
者
、
そ
の
他
医
師
が
不
適
と
認

め
た
者
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

地
　
　
区
　
名

月
　
　
　
日

受
　
付
　
時
　
　
間

実
　
施
　
会
　
場

新
座
・
大
井
田

　
　
）

5
月
8
日
帽

午
後
1
時
半
～
2
時
2
0
分

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

高
田
町
四
・
五
丁
目

下
条
全
区

5
月
9
日
㈹

午
後
－
時
半
～
2
時

下
条
公
民
館

川
治
（
高
田
町
四
・

五
除
く
）
六
箇
全
区

午
後
－
時
4
0
分
～
2
時
半

川
治
公
民
館

吉
　
田
全
区

5
月
1
0
日
困

午
後
－
時
4
0
分
～
2
時
半

吉
田
出
張
所

中
条
全
区

午
後
－
時
半
～
2
時

中
条
公
民
館

十
目
町
全
区

5
月
H
日
困

午
後
－
時
半
㌧
2
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

水
沢
全
区

5
月
12
日
囲

午
後
－
時
半
～
2
時
1
0
分

水
沢
出
張
所

地
　
区
　
名

月
　
　
　
　
　
　
日

受
　
付
　
時
　
間

実
施
会
場

一
回
目

二
回
目

中
条
小
学
校
区

5
月
1
7
日
困

5
月
2
4
日
困

午
後
－
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

面
目
中
条
小
学
校

二
回
目
中
条
公
民
館

飛
一
小
学
校
区

5
月
1
8
日
困

5
月
2
6
日
働

午
後
2
時
～
2
時
2
0
分

飛
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

午
後
2
時
半
～
2
時
4
0
分

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校
区

午
後
3
時
～
3
時
1
0
分

枯
木
又
分
校

水
沢
小
学
校
区

午
後
－
時
4
0
分
～
2
時

水
沢
小
学
校

馬
場
小
学
校
区

午
後
2
時
半
～
2
時
4
0
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

午
後
3
時
～
3
時
1
0
分

珠
田
分
校

吉
田
小
学
校
区

5
月
1
9
日
囲

午
後
2
時
～
2
時
2
0
分

吉
田
小
学
校

名
ヶ
山
小
学
校
区

午
後
2
時
4
0
分
～
2
時
5
0
分

名
ケ
山
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後
3
時
～
3
時
1
0
分

真
田
小
学
校

鐙
島
小
学
校
区

午
後
3
時
2
5
分
～
3
時
4
0
分

鐙
島
小
学
校

日本脳炎予防接種日程

該当者　一般では満3歳かド）学齢までの者。

　初回（2回接種）　満3歳に達した者、及び3歳以上

で前年受けなかった者。

　追加　前年初回を完了した者

料金　1回330円

接種前後の注意　■体温測定を忘れずに。混雑した会

場であわてて計る事はやめましょう　■母子手帳、印

かんを忘れずに。問診票は責任をもって確実に記入し

ましょう　■接種当目はもちろん、場合によっては翌日

も入浴をひかえ、昼寝をさせてください。

停
電
の
お
知
ら
せ

▼
五
月
四
日
因
　
午
前
九
時
～
午
後

一
時
ま
で
　
小
泉
の
一
部
、
樽
沢

▼
五
月
十
一
目
困
　
午
前
八
時
～
正

午
ま
で
　
池
谷
、
入
山
　
▼
五
月
二

十
一
一
日
㈲
　
午
前
八
時
半
～
午
後
一

時
ま
で
　
船
坂
、
池
沢
、
源
田
、
水

沢
野
中
、
当
間
、
鍬
柄
沢
、
塩
之
又

辰
ケ
平
▼
五
月
二
十
九
日
㈲
午

前
九
時
～
正
午
ま
で
　
美
雪
町
三
丁

目
の
一
部
、
妻
有
町
東
・
西
一
・
二

三
丁
目
、
内
後
の
一
部
、
河
内
町
の

一
部
、
寿
町
一
・
二
・
三
丁
目
の
各

一
部

｝
5
月
の
休
日
救
急
医
　
…

…
3
日
出
口
医
院
嚢
窮
中
）
…

…
（
奮
記
奮
）
8
2
の
2
玉
7
4
番
…

｝
5
田
　
　
大
痴
～
選
院
（
綴
原
町
）
　
…

芸
子
供
の
β
）
　
懸
2
の
2
2
5
7
番
…

皿
7
臼
幽
ロ
医
院
塗
条
中
央
導
…

…
　
　
　
　
　
霧
5
の
2
0
0
3
番
…

｝
繕
”
円
圃
　
十
臼
町
病
院
（
高
函
町
三
潮
）
　
…

…
　
　
　
　
8
7
の
5
5
6
6
番
…

…
21
臼
　
至
麓
堂
陪
院
（
薦
溝
東
）
　
…

一
　
　
　
　
総
2
の
3
2
7
6
番
…

…
2
8
田
池
露
医
続
（
本
灯
西
ご
．
…

｝
　
　
　
纏
2
の
2
昏
怨
－
　
…

事
業
名

期
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
　
考

育
児
相
談

5
月

n
日

困

午
前
9
時
半

～
n
時

水
沢
出
張
所

生
後
1
2
カ

月
ま
で
の

者

水
沢
地
区

身
体
測
定

保
育
に
つ
い
て
の

相
談

5
月

H
日

困

午
後
1
時
半

　
～

午
後
4
時

中
条
公
民
館

中
条
地
区

5
月

18
日

困

下
条
公
民
館

下
条
地
区

5
月

18
日

㈱

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

5
月

16
日

㈹

十
日
町
公
民
館

52

年
5
月

～
7
月
生

れ
の
者

十
日
町
・
川

治
・
六
箇
・

大
井
田
・
新

座
地
区

育
児
学
級

並
び
に

4
ヵ
月
児

　
　
　
診

5
月

10
日

困

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

53
年
1
月

生
れ
の
者

全
　
域

育
児
学
級

身
体
測
定

内
科
検
診

1
才
6
カ

月
児
検
診

5
月

12
日

働

午
後
1
時

　
　
～

　
　
2
時
半

十
日
町
公
民
館

51

年
n
月

生
れ
の
者

身
体
測
定

歯
科
検
診

内
科
検
診

個
人
通
知
が
な
く
て

も
該
当
月
の
方
は
お

い
で
く
だ
さ
い
。

3
才
児

検
　
　
診

5
月

17
日

困

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

49

年
n
月

生
れ
の
者

○
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
○

　
　
融醐

　
　
蛎

5壱5
　　口31号口
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．
ρ
雪

14．7％

（2．4本）

6歳児（小1）3歳児1．5歳児

　
六
月
四
日
は
虫
歯
予
防
デ
ー
で
す
。
こ
の
日
が
決

め
ら
れ
て
か
ら
五
十
年
に
な
り
ま
す
が
運
動
の
成
果

は
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
市
の
統
計
で
は
、
一
歳
半
で
十
五
習
、
三
歳
で
九

十
欝
、
小
学
校
一
年
生
で
は
九
十
九
暫
も
虫
歯
に
な

っ
て
い
ま
す
。
乳
歯
の
生
え
終
る
三
歳
位
ま
で
が
要

注
意
の
時
期
で
す
。

　
市
で
は
今
年
か
ら
、
一
歳
半
か
ら
歯
科
検
診
を
行

い
、
虫
歯
の
な
い
三
歳
児
に
記
念
品
を
贈
り
、
効
果

の
み
ら
れ
た
フ
ッ
素
洗
口
を
徹
底
す
る
た
め
に
指
導

者
講
習
会
を
開
き
ま
す
．

　
予
防
デ
ー
に
ち
な
み
歯
の
健
康
を
考
え
て
み
ま
し

よ
い
つ
o

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

1歳半から歯科検診
　　　　すでに15％は虫歯

　今年から、1歳6ヵ月児検診のときに歯科検

診をあわせて行います。

　4・5月の検診結果では、もうすでに95人中

14人が虫歯にな一・ていました。1人2．4本もあ

ります。

　早期発見、早期治療に心がけましょう。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
分

　
　
　
　
硝

　
　
て
牛

本
つ
叙

6
ら
た

ー
な
序

様
み
凝

王
ち
た

難シ　
品

　
　
　
念

ム
　
記

虫
歯
の
な
い
子
に
記
念
晶

　
市
で
は
、
医
師
会
、
歯
科
医
師
会

の
協
力
を
得
て
保
健
衛
生
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
虫
歯
予
防
事
業
の

｝
環
と
し
イ
＼
毎
月
実
施
し
て
い
る

三
歳
児
検
診
の
と
き
に
、
虫
歯
の
全

く
な
い
子
供
さ
ん
に
記
念
品
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

　
四
月
は
、
受
検
者
五
十
九
人
中
七

人
、
五
月
は
、
五
十
三
人
中
七
人
の

子
供
さ
ん
に
虫
歯
が
み
ら
れ
ず
、
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
．

　
虫
歯
の
王
様
は
な
ん
と
十
六
本
も

あ
っ
た
A
君
で
し
た
。
十
本
以
上
も

虫
歯
に
な
っ
て
い
る
子
が
、
す
で
に

二
割
以
上
も
い
ま
す
．

　
「
虫
歯
一
本
で
体
重
が
〇
二
習
減

る
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
供

の
虫
歯
は
親
の
責
任
で
す
。
子
供
さ

虫歯のない子 保護者 住　　　所、

高橋　茂樹 幹夫 南新田

大島かおり 栄吉 太子堂

近藤　　隆 紀夫 下条中央通

上村奈緒美 利行 伊　達

藤木　祐子 喜吉 中条上町

関口　　豊 鉄夫 千代田町

中島　千乃 明 四日町新田

阿部美奈子 和吉 城之古

丸山　啓一 春夫 稲　葉

古川　有子 宏 〃

阿部輝英 恵亘 東枯木又

小川　暁良 文雄 尾　崎

玉村幸一郎 三郎 妻有町西

酒井　祐介 三生 城之古

ん
の
発
育
や
成
長
の
た
め
に
家
族
ぐ

る
み
で
虫
歯
退
治
に
の
り
出
し
た
い

も
の
で
す
。

フ
ッ
素
洗
ロ
指
導
者
講
習
会

　
市
で
は
、
虫
歯
予
防
の
た
め
に
、

昭
和
五
十
年
か
ら
、
小
学
校
、
保
育

所
な
ど
で
フ
ッ
素
洗
口
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
罹
患
率
は

変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
人
あ

た
り
の
虫
歯
本
数
は
、
九
・
二
本
、

八
．
三
本
、
七
・
六
本
、
と
年
々
減
少

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
フ
ッ
素
洗
口

の
成
果
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し

「
安
全
性
は
？
副
作
用
は
？
」
と
の

声
も
あ
り
ま
す
の
で
、
六
月
二
日
、

新
大
歯
学
部
・
境
助
教
授
を
講
師
に

「
フ
ッ
素
洗
口
指
導
者
講
習
会
」
を

開
き
ま
す
。

■6月11日（日〉午前8時より…春季消防演習（於十日町高校グラウンド）
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8
小
学
校
区
対
抗
婦
人
バ
レ
赤
ル
大
喰

　
市
教
委
で
は
、
婦
人
の
体
力
づ
く
　
　
　
②
一
チ
ー
ム
の
登
録
選
手
は
伽
人

り
と
、
地
域
ク
ラ
ブ
の
育
成
を
め
さ

し
て
、
第
一
回
小
学
校
区
対
抗
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
き
ま
す
。

　
各
地
区
で
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
　
六
月
十
三
日
㈹
・
十
四
日
困

会
場
　
十
日
町
市
民
体
育
館

参
加
資
格
　
五
十
三
年
四
月
一
日
以

降
、
所
属
チ
ー
ム
の
小
学
校
区
に
居

住
す
る
既
婚
婦
人
．

参
加
制
限
　
①
同
一
校
区
か
ら
何
チ

ー
ム
参
加
し
て
も
よ
い
が
、
一
人
ニ

チ
ー
ム
か
ら
の
出
場
は
で
き
な
い
。

で
も
か
ま
わ
な
㌧
　
主
将
を
お
く
。

競
技
規
則
　
県
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

規
則
に
ょ
る
。

試
合
方
法
　
卜
ー
ナ
メ
ン
ト

表
彰
　
一
・
二
∴
二
位

申
し
込
み
　
六
月
八
日
困
ま
で
に
、

市
民
体
育
館
内
、
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
事
務
局
へ
。

　
こ
の
大
会
は
、
「
県
民
ス
ポ
ー
ツ

の
日
」
郡
市
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
の
予
選
も
兼
ね
ま
す
．

　
お
問
い
あ
わ
せ
は
、
十
日
町
市
民

体
育
館
（
8
七
i
五
一
一
〇
八
）
へ
。

壕
魯戸川エマさんに…記念講演を終・て1

語1齢糖痙
一ご印象は一　　　　 1　さすがキモノグ）街ですね。市長さんもl
　　　　　　　　　　　　　　　　i
羽織●袴ですし。一　　　1
　，≒日町から峠を越え～きたら、かわい

い桜が咲いていました。それはきれいで
　　　したよ。私は、ああいう山桜は、

　　　はじめてです。

　二　一十日町の若者は一一
叢　みなさんが明るいですね。棘

　の　あたりですと他人の集りみたいな
　記
　録　感じがするのですか、地域か 一緒

魂に加ていて・みんな一）なが・♪て

　表　いるという印象を受けました。 一

　す
　る　生懸命聞いていたたきました・

小
＿
2

。歳力，ド，の連想を・一　i

麹曇塾ダ

　
　
　
　
該
当
者
　
六
百
七
十
六
人
（
男
三
百
二
十
八
．
女
一
一
一
百
四
十
八
）

國
魂
騎
藤
猛
ダ
切
に
－

　
　
　
　
　
二
十
歳
の
記
録
応
募
　
二
十
一
人
・
二
十
一
一
一
点
（
昨
年
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
九
点
減
）

　
　
　
　
　
　
発
表
者
　
佐
野
洋
子
「
私
の
職
業
一
小
林
久
子
。
親
か
ら
学

〆
　
　
ん
だ
こ
と
・
保
坂
雅
美
．
一
冊
の
本
と
の
出
逢
い
か
ら
・

　
　
『
～
｝
…
き
…
…
…
…
董
き

　　　市展ポスター募集

　第11回市展は、10月e～8日に行うことにな

りましたが、市公民館では今年度の市展ポスタ

ーをっぎのとおり募集しています。ふるってご

応募ください。

1，内容……市展ポスターにふさわしいもの。

　　（1）大きさ　B3判（太洋紙の寺約39
　　　　　　　　c魏×54㎝）

　　（2）色数地色を含め3色以内。
　　（3）使用文字　　「第11回」　「市展」

　　（4）その他　会期、会場など必要な文字

　　　　　は市展運営委員会で検討の上挿入

　　　　　　します。又、場合によっては原画

　　　　　の一部を修正することがあります。

2，〆切……7月20日（木）

3，宛先……十日町市学校町　十日町市公民館

　　　　　市展係（盈7－5011）
4，審査……第11回市展運営委員会

5，授賞……入選1点　　賞金10，000円

　　　　　佳作数点　　賞　品
　　　　　　　なお、入選作品は「第11回市展

　　　　　　ポスター」として印刷し、市内に

　　　　　掲示します。

6，その他…■応募作品は返却しません。

　　　　　　■応募作品の版権は、＋日町市公

　　　　　　民館に属します。

＼

婦
人
講
座
で
仲
間
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一家庭にこもりがちな

　　　お母さん　へ一

　
ふ
る
さ
と
、
十
日
町
を
見
直
す
学

習
の
機
会
を
計
画
し
ま
し
た
．

　
ふ
だ
ん
、
な
に
げ
な
く
生
活
し
て

い
る
わ
た
し
た
ち
の
囲
り
に
も
、
か

く
れ
た
名
所
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．

　
花
を
も
と
め
て

　
　
い
し
ぶ
み
を
た
ず
ね
て

　
　
民
話
や
伝
説
の
ふ
る
さ
と
を
い

　
　
ざ
な
い
．
．
．
．

　
み
ん
な
の
目
で
、
足
で
確
か
め
な

が
ら
、
お
か
あ
さ
ん
の
す
す
め
る
”
と

お
か
ま
ち
の
散
歩
地
図
”
を
っ
く
り

ま
し
ょ
う
。

学
習
日
　
毎
月
第
丁
三
水
曜
日
（
八

回
）時

間
　
午
後
一
時
半
～
三
時
半

会
場
　
十
日
町
市
公
民
館

学
習
方
法
　
講
議
、
話
し
合
い
、
調

査
、
見
学
な
ど
。

　
第
一
回
の
学
習
日
　
六
月
七
日

　
本
人
の
宛
名
書
を
し
た
ハ
ガ
キ
五

枚
を
添
え
て
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曾
③1””””“1”II”1”””1”1とおガ』陪鵡〃らぜ逝”””””””””llll”II”””””””1”“1”””1””””1”1”IIII“”1“””1”昭和5R年5月25日

農
地
転
用
は
許
可
を
と
つ
て
か
ら

　
農
地
（
田
・
畑
）
を
、
農
地
以
外

（
宅
地
、
事
業
用
敷
地
、
山
林
等
）
に

転
用
す
る
場
合
に
は
県
知
事
の
許
可

が
必
要
で
す
。
許
可
を
受
け
な
い
で

転
用
し
た
場
合
は
、
農
地
法
違
反
と

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
、
許
可
を
得

て
か
ら
転
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

次
の
点
に
も
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　
一
、
最
近
、
手
不
足
等
で
か
な
り

多
く
の
農
地
が
荒
廃
し
て
お
り
ま
す

が
、
雑
木
や
茅
が
生
え
て
い
て
も
原

野
（
荒
地
）
と
し
て
地
目
変
更
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
植
林
や

　
　
　
、

　　　　　鰍・労われます

回、昭和52年分所得税の特別減税が行われ、

の金額が還付されることになりました。

付される金額は、本人は6，000円、控除対

偶者や扶養親族は1人につき3，000円とし

算した金額です。ただし、昭掬52年分の所

額の方が少ないときは、その税額までとな

す。還付方法とその手続は次のとおりです。

ラリーマンの場含》

年6月1日現在において昨年と同じ会社に

しているサラリーマンは、6月～7月ごろ、

先から還付されます。

業所得者などの場含》

業所得者など確定申告をして納税した人は

末ごろに税務署から特別減税についてのお

せが送付されますから、これに同封してあ

付請求書絹紙に所要の事項を記入して・税

に送り返してください。そうしますと、税

・から還付金の支払通知書が送られてきます

、この支払通知書によって郵便局で還付金

1取ることになります。

の魎の人の場含》

俸になって5月末までに退職した人や、昨

1途で退職した人などは、税務署へ還付講求

てください。この場合、昭和52年分の確定

書を提出していなヤ’・人は、期限後の確定申

トして、特別滅税を受けることになってい衷

養
魚
池
等
は
条
件
に
適
合
す
れ
ば
許

可
さ
れ
ま
す
。

　
二
、
農
業
用
施
設
や
農
地
の
保
全

利
用
増
進
の
た
め
に
、
自
分
の
農
地

を
転
用
す
る
場
合
は
、
二
百
平
方
材

未
満
の
も
の
に
限
り
届
出
で
よ
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
、
農
地
法
に
も
と
ず
く
申
請
は
、

毎
月
十
五
日
が
締
切
り
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
県
知
事
の
許
可
は
、
お
よ

そ
二
ヵ
月
後
に
な
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
請
し
て
違
反
の
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
農
振
法

　
　
、

に
よ
る
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
農
地
は
、
指
定
か
ら
除
外
さ
れ

な
い
限
り
転
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
農
業
委

員
、
ま
た
は
、
市
農
業
委
員
会
（
8

七
±
↓
二
二
内
二
六
一
）
に
、
こ
相

談
く
だ
さ
い
。

標
準
小
作
料
が

　
　
　
改
訂
さ
れ
ま
し
た

　
農
地
法
第
二
四
条
の
二
・
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
小
作
料
の
標
準

額
が
下
表
の
と
お
り
改
訂
さ
れ
ま
し

た
．
こ
の
標
準
小
作
料
は
、
昭
和
五

十
三
年
三
月
二
十
九
日
よ
り
適
用
さ

れ
ま
す
。
（
四
十
五
年
十
月
一
日
以
降

契
約
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

今
窟
響
徽
矯
本
雛
讐
魏
講
盤
饗
今
警
轄
彰

くわしいことは、税務署へおたずねくださ

　　　　標準小作料
8水田（10a当り）　　　（）内は改訂前

区　分 金　　　　額 基準収量

第1級地 30，000円（27，000） 540κg

第2級地 25，000円（22，000） 480

第3級地 22，000円（19，000） 440

第4級地 11，000円（9，500） 400

　
新
潟
県
で
は
、
七
月
二
十
六
日
困

に
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
実
施
す
る

予
定
で
す
が
、
こ
れ
に
備
え
て
、
受

験
準
備
講
習
会
を
十
日
町
市
で
開
催

し
ま
す
。

日
時
　
六
月
十
五
日
・
十
六
日

場
所
　
十
日
町
市
市
民
会
館
ホ
ー
ル

講
習
対
象
　
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試

験
の
受
験
者

申
込
受
付
期
間
　
五
月
二
十
五
日
～

六
月
十
日

申
込
先
　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予

防
課

受
講
料
　
乙
種
受
講
希
望
者
、
協
会

員
千
五
百
円
、
非
協
会
員
三
千
円
。

受
講
料
は
申
し
込
み
時
に
納
入
く
だ

さ
い
。
講
習
に
欠
席
さ
れ
て
も
お
返

■普通畑（10a当り）

区　分 金　　　　額 祖収益

第1級地 14，000円（13，000） 93，000円

第2級地 12，000円（11，000） 80，000円

第3級地 7，000円（6，000） 46，000円

第4級地 4，000円（4，000） 26，000円

し
し
ま
せ
ん
。

テ
キ
ス
ト
　
申
し
込
み
時
に
お
渡
し

し
ま
す
。
ま
た
、
参
考
図
書
は
当
日

会
場
で
販
売
い
た
し
ま
す
．

　
講
習
会
は
、
十
日
町
市
以
外
で
も

六
月
五
日
～
七
月
四
日
の
間
に
、
県

下
十
五
会
場
で
実
施
さ
れ
ま
す
．
他

の
会
場
で
受
講
希
望
の
方
、
ま
た
、

不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
十
日

町
地
域
消
防
本
部
予
防
課
（
8
七
ー

一
五
五
五
内
二
九
）
ま
で
．
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8
小
学
校
区
対
抗
婦
人
バ
レ
赤
ル
大
喰

　
市
教
委
で
は
、
婦
人
の
体
力
づ
く
　
　
　
②
一
チ
ー
ム
の
登
録
選
手
は
伽
人

り
と
、
地
域
ク
ラ
ブ
の
育
成
を
め
さ

し
て
、
第
一
回
小
学
校
区
対
抗
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
き
ま
す
。

　
各
地
区
で
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
　
六
月
十
三
日
㈹
・
十
四
日
困

会
場
　
十
日
町
市
民
体
育
館

参
加
資
格
　
五
十
三
年
四
月
一
日
以

降
、
所
属
チ
ー
ム
の
小
学
校
区
に
居

住
す
る
既
婚
婦
人
．

参
加
制
限
　
①
同
一
校
区
か
ら
何
チ

ー
ム
参
加
し
て
も
よ
い
が
、
一
人
ニ

チ
ー
ム
か
ら
の
出
場
は
で
き
な
い
。

で
も
か
ま
わ
な
㌧
　
主
将
を
お
く
。

競
技
規
則
　
県
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

規
則
に
ょ
る
。

試
合
方
法
　
卜
ー
ナ
メ
ン
ト

表
彰
　
一
・
二
∴
二
位

申
し
込
み
　
六
月
八
日
困
ま
で
に
、

市
民
体
育
館
内
、
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
事
務
局
へ
。

　
こ
の
大
会
は
、
「
県
民
ス
ポ
ー
ツ

の
日
」
郡
市
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
の
予
選
も
兼
ね
ま
す
．

　
お
問
い
あ
わ
せ
は
、
十
日
町
市
民

体
育
館
（
8
七
i
五
一
一
〇
八
）
へ
。

壕
魯戸川エマさんに…記念講演を終・て1

語1齢糖痙
一ご印象は一　　　　 1　さすがキモノグ）街ですね。市長さんもl
　　　　　　　　　　　　　　　　i
羽織●袴ですし。一　　　1
　，≒日町から峠を越え～きたら、かわい

い桜が咲いていました。それはきれいで
　　　したよ。私は、ああいう山桜は、

　　　はじめてです。

　二　一十日町の若者は一一
叢　みなさんが明るいですね。棘

　の　あたりですと他人の集りみたいな
　記
　録　感じがするのですか、地域か 一緒

魂に加ていて・みんな一）なが・♪て

　表　いるという印象を受けました。 一

　す
　る　生懸命聞いていたたきました・

小
＿
2

。歳力，ド，の連想を・一　i

麹曇塾ダ

　
　
　
　
該
当
者
　
六
百
七
十
六
人
（
男
三
百
二
十
八
．
女
一
一
一
百
四
十
八
）

國
魂
騎
藤
猛
ダ
切
に
－

　
　
　
　
　
二
十
歳
の
記
録
応
募
　
二
十
一
人
・
二
十
一
一
一
点
（
昨
年
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
九
点
減
）

　
　
　
　
　
　
発
表
者
　
佐
野
洋
子
「
私
の
職
業
一
小
林
久
子
。
親
か
ら
学

〆
　
　
ん
だ
こ
と
・
保
坂
雅
美
．
一
冊
の
本
と
の
出
逢
い
か
ら
・

　
　
『
～
｝
…
き
…
…
…
…
董
き

　　　市展ポスター募集

　第11回市展は、10月e～8日に行うことにな

りましたが、市公民館では今年度の市展ポスタ

ーをっぎのとおり募集しています。ふるってご

応募ください。

1，内容……市展ポスターにふさわしいもの。

　　（1）大きさ　B3判（太洋紙の寺約39
　　　　　　　　c魏×54㎝）

　　（2）色数地色を含め3色以内。
　　（3）使用文字　　「第11回」　「市展」

　　（4）その他　会期、会場など必要な文字

　　　　　は市展運営委員会で検討の上挿入

　　　　　　します。又、場合によっては原画

　　　　　の一部を修正することがあります。

2，〆切……7月20日（木）

3，宛先……十日町市学校町　十日町市公民館

　　　　　市展係（盈7－5011）
4，審査……第11回市展運営委員会

5，授賞……入選1点　　賞金10，000円

　　　　　佳作数点　　賞　品
　　　　　　　なお、入選作品は「第11回市展

　　　　　　ポスター」として印刷し、市内に

　　　　　掲示します。

6，その他…■応募作品は返却しません。

　　　　　　■応募作品の版権は、＋日町市公

　　　　　　民館に属します。

＼

婦
人
講
座
で
仲
間
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一家庭にこもりがちな

　　　お母さん　へ一

　
ふ
る
さ
と
、
十
日
町
を
見
直
す
学

習
の
機
会
を
計
画
し
ま
し
た
．

　
ふ
だ
ん
、
な
に
げ
な
く
生
活
し
て

い
る
わ
た
し
た
ち
の
囲
り
に
も
、
か

く
れ
た
名
所
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．

　
花
を
も
と
め
て

　
　
い
し
ぶ
み
を
た
ず
ね
て

　
　
民
話
や
伝
説
の
ふ
る
さ
と
を
い

　
　
ざ
な
い
．
．
．
．

　
み
ん
な
の
目
で
、
足
で
確
か
め
な

が
ら
、
お
か
あ
さ
ん
の
す
す
め
る
”
と

お
か
ま
ち
の
散
歩
地
図
”
を
っ
く
り

ま
し
ょ
う
。

学
習
日
　
毎
月
第
丁
三
水
曜
日
（
八

回
）時

間
　
午
後
一
時
半
～
三
時
半

会
場
　
十
日
町
市
公
民
館

学
習
方
法
　
講
議
、
話
し
合
い
、
調

査
、
見
学
な
ど
。

　
第
一
回
の
学
習
日
　
六
月
七
日

　
本
人
の
宛
名
書
を
し
た
ハ
ガ
キ
五

枚
を
添
え
て
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曾
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農
地
転
用
は
許
可
を
と
つ
て
か
ら

　
農
地
（
田
・
畑
）
を
、
農
地
以
外

（
宅
地
、
事
業
用
敷
地
、
山
林
等
）
に

転
用
す
る
場
合
に
は
県
知
事
の
許
可

が
必
要
で
す
。
許
可
を
受
け
な
い
で

転
用
し
た
場
合
は
、
農
地
法
違
反
と

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
、
許
可
を
得

て
か
ら
転
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

次
の
点
に
も
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　
一
、
最
近
、
手
不
足
等
で
か
な
り

多
く
の
農
地
が
荒
廃
し
て
お
り
ま
す

が
、
雑
木
や
茅
が
生
え
て
い
て
も
原

野
（
荒
地
）
と
し
て
地
目
変
更
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
植
林
や

　
　
　
、

　　　　　鰍・労われます

回、昭和52年分所得税の特別減税が行われ、

の金額が還付されることになりました。

付される金額は、本人は6，000円、控除対

偶者や扶養親族は1人につき3，000円とし

算した金額です。ただし、昭掬52年分の所

額の方が少ないときは、その税額までとな

す。還付方法とその手続は次のとおりです。

ラリーマンの場含》

年6月1日現在において昨年と同じ会社に

しているサラリーマンは、6月～7月ごろ、

先から還付されます。

業所得者などの場含》

業所得者など確定申告をして納税した人は

末ごろに税務署から特別減税についてのお

せが送付されますから、これに同封してあ

付請求書絹紙に所要の事項を記入して・税

に送り返してください。そうしますと、税

・から還付金の支払通知書が送られてきます

、この支払通知書によって郵便局で還付金

1取ることになります。

の魎の人の場含》

俸になって5月末までに退職した人や、昨

1途で退職した人などは、税務署へ還付講求

てください。この場合、昭和52年分の確定

書を提出していなヤ’・人は、期限後の確定申

トして、特別滅税を受けることになってい衷

養
魚
池
等
は
条
件
に
適
合
す
れ
ば
許

可
さ
れ
ま
す
。

　
二
、
農
業
用
施
設
や
農
地
の
保
全

利
用
増
進
の
た
め
に
、
自
分
の
農
地

を
転
用
す
る
場
合
は
、
二
百
平
方
材

未
満
の
も
の
に
限
り
届
出
で
よ
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
、
農
地
法
に
も
と
ず
く
申
請
は
、

毎
月
十
五
日
が
締
切
り
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
県
知
事
の
許
可
は
、
お
よ

そ
二
ヵ
月
後
に
な
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
請
し
て
違
反
の
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
農
振
法

　
　
、

に
よ
る
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
農
地
は
、
指
定
か
ら
除
外
さ
れ

な
い
限
り
転
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
農
業
委

員
、
ま
た
は
、
市
農
業
委
員
会
（
8

七
±
↓
二
二
内
二
六
一
）
に
、
こ
相

談
く
だ
さ
い
。

標
準
小
作
料
が

　
　
　
改
訂
さ
れ
ま
し
た

　
農
地
法
第
二
四
条
の
二
・
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
小
作
料
の
標
準

額
が
下
表
の
と
お
り
改
訂
さ
れ
ま
し

た
．
こ
の
標
準
小
作
料
は
、
昭
和
五

十
三
年
三
月
二
十
九
日
よ
り
適
用
さ

れ
ま
す
。
（
四
十
五
年
十
月
一
日
以
降

契
約
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

今
窟
響
徽
矯
本
雛
讐
魏
講
盤
饗
今
警
轄
彰

くわしいことは、税務署へおたずねくださ

　　　　標準小作料
8水田（10a当り）　　　（）内は改訂前

区　分 金　　　　額 基準収量

第1級地 30，000円（27，000） 540κg

第2級地 25，000円（22，000） 480

第3級地 22，000円（19，000） 440

第4級地 11，000円（9，500） 400

　
新
潟
県
で
は
、
七
月
二
十
六
日
困

に
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
実
施
す
る

予
定
で
す
が
、
こ
れ
に
備
え
て
、
受

験
準
備
講
習
会
を
十
日
町
市
で
開
催

し
ま
す
。

日
時
　
六
月
十
五
日
・
十
六
日

場
所
　
十
日
町
市
市
民
会
館
ホ
ー
ル

講
習
対
象
　
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試

験
の
受
験
者

申
込
受
付
期
間
　
五
月
二
十
五
日
～

六
月
十
日

申
込
先
　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予

防
課

受
講
料
　
乙
種
受
講
希
望
者
、
協
会

員
千
五
百
円
、
非
協
会
員
三
千
円
。

受
講
料
は
申
し
込
み
時
に
納
入
く
だ

さ
い
。
講
習
に
欠
席
さ
れ
て
も
お
返

■普通畑（10a当り）

区　分 金　　　　額 祖収益

第1級地 14，000円（13，000） 93，000円

第2級地 12，000円（11，000） 80，000円

第3級地 7，000円（6，000） 46，000円

第4級地 4，000円（4，000） 26，000円

し
し
ま
せ
ん
。

テ
キ
ス
ト
　
申
し
込
み
時
に
お
渡
し

し
ま
す
。
ま
た
、
参
考
図
書
は
当
日

会
場
で
販
売
い
た
し
ま
す
．

　
講
習
会
は
、
十
日
町
市
以
外
で
も

六
月
五
日
～
七
月
四
日
の
間
に
、
県

下
十
五
会
場
で
実
施
さ
れ
ま
す
．
他

の
会
場
で
受
講
希
望
の
方
、
ま
た
、

不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
十
日

町
地
域
消
防
本
部
予
防
課
（
8
七
ー

一
五
五
五
内
二
九
）
ま
で
．
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旱
期
髭
見
・
旱
期
防
除
壱

アメリカシロヒトリ

の発生時期が近づい

てきました。

アメシロをせん滅し

緑のまちづくりに、

ご協力ください。、菊
ウ◎∠

多威・∫声

？夢

色κ
“

　
形
態
と
発
生
時
期

　
ア
メ
シ
・
は
他
の
チ
ョ
ウ
と
同
じ

よ
う
に
成
虫
・
卵
・
幼
虫
・
蝋
の
時

期
を
く
り
か
え
し
、
年
に
二
回
発
生

し
ま
す
。

　
成
虫
…
…
体
の
大
き
さ
は
、
は
ね

を
広
げ
て
十
四
に
団
酬
か
ら
十
六
R
団
屑

位
で
す
．
一
回
目
の
発
生
は
、
五
月

中
旬
か
ら
六
月
初
め
頃
ま
で
、
二
回

目
は
八
月
中
旬
か
ら
九
月
上
旬
に
か

け
て
発
生
し
ま
す
．
一
匹
の
「
ガ
」

が
一
枚
の
葉
に
約
三
百
～
千
個
の
薄

緑
色
の
卵
を
産
み
つ
け
ま
す
。

　
幼
虫
…
…
卵
か
ら
か
え
っ
た
幼
虫

は
、
一
枚
の
葉
に
集
団
で
糸
を
張
っ

て
巣
を
つ
く
り
、
葉
脈
を
残
し
て
葉

肉
だ
け
を
食
べ
て
大
き
く
な
る
の
で
、

下
か
ら
見
上
げ
る
と
葉
が
ス
カ
シ
状

に
な
っ
て
枯
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
巣
の
中
に
か
た
ま
っ
て
生
活
し
て

い
る
期
間
は
、
約
十
日
～
十
四
日
位

で
、
そ
れ
以
後
は
巣
か
ら
出
て
一
匹

づ
つ
行
動
し
、
葉
を
く
い
あ
ら
し
て

行
き
ま
す
．
十
分
成
長
し
た
幼
虫
の

大
き
さ
は
約
三
穆
位
に
な
り
、
頭
部

は
黒
く
毛
は
白
く
短
か
い
毛
虫
に
な

り
ま
す
。

　
第
一
回
目
の
発
生
は
、
六
月
中
旬

か
ら
七
月
中
旬
に
か
け
、
第
二
回
目

は
八
月
中
旬
か
ら
九
月
．
卜
旬
に
か
け

て
発
生
し
ま
す
。

　
成
虫
の
防
除
方
法

　
飛
ん
で
い
る
「
ガ
」
を
つ
か
ま
え

て
、
つ
ぶ
す
か
焼
い
て
く
だ
さ
い
。

手
で
つ
か
ん
で
も
毒
は
無
く
、
か
い

か
い
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
卵
は
、
産

み
つ
け
た
葉
を
切
り
落
と
し
て
焼
く

か
踏
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
幼
虫
期
の
防
除
方
法

　
幼
虫
期
の
最
も
効
果
の
あ
る
時
期

は
、
巣
の
中
に
か
た
ま
っ
て
生
活
し

て
い
る
十
日
～
十
四
日
位
の
間
で
す
．

こ
の
期
間
に
ス
カ
シ
状
の
葉
を
切
り

取
り
焼
却
す
る
か
踏
み
つ
ぶ
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
毛
虫
が
巣
の
中
に

入
っ
て
い
る
間
は
、
糸
で
巣
を
作
っ

て
い
る
た
め
、
薬
剤
に
よ
る
防
除
は

巣
の
中
ま
で
薬
が
入
り
に
く
く
効
果

は
非
常
に
薄
く
な
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
防

除
方
法
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
＼

10月9月8月7月6月5月

　　＼！　　　　ノ
　　　　　　　ー

k、ノ
アメシロ成虫のメス

”一’＼”

翻　　　　第1回目の発生

ア
6
。

成虫

幼虫纈膨
蝋

一…＼一
翻　　第2回目の発生

虫
　
。
謹
弼

成
　
駅

幼虫

アメシロ成虫のオス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽
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この1匹耀OOO匹
（携鷺総あ議ナス」）

部落ぐるみで撲滅を轡町内レ

■
枝
切
方
法

　
ア
メ
シ
・
の
巣
が
あ
る
枝
を
高
枝

切
り
バ
サ
ミ
か
カ
マ
を
竹
竿
等
の
長

い
棒
の
先
に
く
く
り
つ
け
切
り
落
と

し
焼
却
す
る
か
踏
み
つ
け
ま
す
．

■
巣
焼
き
方
法

　
竹
竿
等
の
先
端
に
空
缶
を
取
り
つ

け
、
そ
の
中
に
灯
油
を
ひ
た
し
た
布

切
れ
を
入
れ
、
火
を
つ
け
て
巣
を
焼

い
て
し
ま
う
方
法
で
す
。
こ
の
方
法
を

用
い
る
と
き
は
、
火
に
十
分
注
意
し
、

山
火
事
等
に
気
を
つ
け
る
と
共
に
子

ど
も
さ
ん
に
ま
ね
を
さ
せ
な
い
よ
う

特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
薬
剤
散
布
方
法

　
ア
メ
シ
ロ
が
巣
か
ら
出
て
樹
木
全

体
に
分
散
し
た
時
期
の
防
除
方
法
で

す
．
薬
剤
に
よ
る
防
除
は
薬
が
か
か

っ
た
虫
は
死
に
ま
す
が
、
樹
木
全
体

に
ち
ら
ば
っ
て
お
り
、
必
ず
薬
の
か

か
ら
な
い
虫
が
残
り
、
そ
の
一
匹
が

ま
た
三
百
か
ら
千
個
の
卵
を
産
む
の

で
撲
減
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
す
。

　
代
表
的
な
防
除
薬
と
し
て
D
D
V

P
乳
剤
、
デ
ィ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
乳
剤

等
が
あ
り
、
薬
局
や
農
協
等
で
市
販

さ
れ
て
い
ま
す
．
（
薬
剤
等
の
使
用

に
当
っ
て
は
、
使
用
方
法
等
十
分
注

意
し
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
）

枝
切
方
法

2

§

魅
　
“

巣
焼
方
法

ボ
・
に
し
め
し

た
石
油
　
杢
缶

o

し出します

よる方法

σ
9

0

防除機を
｝
　無料で貸
　市では、アメシ・専用の防除機と高枝切り

バサミを用意し、つぎの要領で無料貸し出し

します。

貸付対象者

　市政事務嘱託員及び各事業所責任者（防除

は町内や部落全体で行わないと効果がありま

せんので、個人貸し出しはいたしません〉

借受け方法

　借受けを希望する方は、嘱託員及び事業所

責任者を通じ市・農林課へ申し込み、使用方

法等の説明を受けてください。

　なお・台数に限りがありますので、借受け

る2、3日前に申し込み、その結果により町

内や部落の防除日程を決めるようにしてくだ

さい。

防
除
は
市
農
業
共
済
組
合
、

市
農
協
で
も
し
て
く
れ
ま
す

　
市
農
協
、
市
農
業
共
済
組
合
で
も

防
除
を
し
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

つ
ぎ
の
事
項
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
．

一
、
大
型
防
除
機
械
で
す
か
ら
、
二

～
三
町
内
ま
と
ま
っ
て
実
施
す
る
．

二
、
責
任
者
を
は
っ
き
り
と
決
め
る
。

三
、
防
除
当
日
は
、
人
夫
（
ホ
ー
ス

持
ち
）
を
四
～
五
人
出
役
さ
せ
る
。

四
、
防
除
当
日
ま
で
に
、
ド
ラ
ム
カ

ン
位
の
大
き
さ
の
容
器
に
、
水
を
満

た
し
て
、
二
～
三
本
用
意
し
て
お
く
。

五
、
町
内
の
防
除
体
制
が
整
っ
た
ら
、

実
施
す
る
一
週
間
位
前
に
、
市
農
協
、

ま
た
は
市
農
業
共
済
組
合
へ
．
連
絡
し

目
程
等
打
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
（
連
絡
先
　
市
農
協
営
農
課
　
8

七
1
一
五
七
一
、
市
農
業
共
済
組
合

8
二
－
二
二
六
四
）

六
、
防
除
薬
剤
は
、
防
除
実
施
者
の

負
担
と
し
、
防
除
機
械
の
使
用
料
は

市
農
協
、
市
農
業
共
済
組
合
の
機
械

と
も
一
時
間
当
り
五
千
円
で
す
。

　
ど
ち
ら
も
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
一

人
付
き
ま
す
。多メ

瓜o

乾
6

“

駆⑨簡

ノ
し

》

滋

冷
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旱
期
髭
見
・
旱
期
防
除
壱

アメリカシロヒトリ

の発生時期が近づい

てきました。

アメシロをせん滅し

緑のまちづくりに、

ご協力ください。、菊
ウ◎∠

多威・∫声

？夢

色κ
“

　
形
態
と
発
生
時
期

　
ア
メ
シ
・
は
他
の
チ
ョ
ウ
と
同
じ

よ
う
に
成
虫
・
卵
・
幼
虫
・
蝋
の
時

期
を
く
り
か
え
し
、
年
に
二
回
発
生

し
ま
す
。

　
成
虫
…
…
体
の
大
き
さ
は
、
は
ね

を
広
げ
て
十
四
に
団
酬
か
ら
十
六
R
団
屑

位
で
す
．
一
回
目
の
発
生
は
、
五
月

中
旬
か
ら
六
月
初
め
頃
ま
で
、
二
回

目
は
八
月
中
旬
か
ら
九
月
上
旬
に
か

け
て
発
生
し
ま
す
．
一
匹
の
「
ガ
」

が
一
枚
の
葉
に
約
三
百
～
千
個
の
薄

緑
色
の
卵
を
産
み
つ
け
ま
す
。

　
幼
虫
…
…
卵
か
ら
か
え
っ
た
幼
虫

は
、
一
枚
の
葉
に
集
団
で
糸
を
張
っ

て
巣
を
つ
く
り
、
葉
脈
を
残
し
て
葉

肉
だ
け
を
食
べ
て
大
き
く
な
る
の
で
、

下
か
ら
見
上
げ
る
と
葉
が
ス
カ
シ
状

に
な
っ
て
枯
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
巣
の
中
に
か
た
ま
っ
て
生
活
し
て

い
る
期
間
は
、
約
十
日
～
十
四
日
位

で
、
そ
れ
以
後
は
巣
か
ら
出
て
一
匹

づ
つ
行
動
し
、
葉
を
く
い
あ
ら
し
て

行
き
ま
す
．
十
分
成
長
し
た
幼
虫
の

大
き
さ
は
約
三
穆
位
に
な
り
、
頭
部

は
黒
く
毛
は
白
く
短
か
い
毛
虫
に
な

り
ま
す
。

　
第
一
回
目
の
発
生
は
、
六
月
中
旬

か
ら
七
月
中
旬
に
か
け
、
第
二
回
目

は
八
月
中
旬
か
ら
九
月
．
卜
旬
に
か
け

て
発
生
し
ま
す
。

　
成
虫
の
防
除
方
法

　
飛
ん
で
い
る
「
ガ
」
を
つ
か
ま
え

て
、
つ
ぶ
す
か
焼
い
て
く
だ
さ
い
。

手
で
つ
か
ん
で
も
毒
は
無
く
、
か
い

か
い
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
卵
は
、
産

み
つ
け
た
葉
を
切
り
落
と
し
て
焼
く

か
踏
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
幼
虫
期
の
防
除
方
法

　
幼
虫
期
の
最
も
効
果
の
あ
る
時
期

は
、
巣
の
中
に
か
た
ま
っ
て
生
活
し

て
い
る
十
日
～
十
四
日
位
の
間
で
す
．

こ
の
期
間
に
ス
カ
シ
状
の
葉
を
切
り

取
り
焼
却
す
る
か
踏
み
つ
ぶ
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
毛
虫
が
巣
の
中
に

入
っ
て
い
る
間
は
、
糸
で
巣
を
作
っ

て
い
る
た
め
、
薬
剤
に
よ
る
防
除
は

巣
の
中
ま
で
薬
が
入
り
に
く
く
効
果

は
非
常
に
薄
く
な
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
防

除
方
法
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
＼

10月9月8月7月6月5月

　　＼！　　　　ノ
　　　　　　　ー

k、ノ
アメシロ成虫のメス

”一’＼”

翻　　　　第1回目の発生

ア
6
。

成虫

幼虫纈膨
蝋

一…＼一
翻　　第2回目の発生

虫
　
。
謹
弼

成
　
駅

幼虫

アメシロ成虫のオス
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この1匹耀OOO匹
（携鷺総あ議ナス」）

部落ぐるみで撲滅を轡町内レ

■
枝
切
方
法

　
ア
メ
シ
・
の
巣
が
あ
る
枝
を
高
枝

切
り
バ
サ
ミ
か
カ
マ
を
竹
竿
等
の
長

い
棒
の
先
に
く
く
り
つ
け
切
り
落
と

し
焼
却
す
る
か
踏
み
つ
け
ま
す
．

■
巣
焼
き
方
法

　
竹
竿
等
の
先
端
に
空
缶
を
取
り
つ

け
、
そ
の
中
に
灯
油
を
ひ
た
し
た
布

切
れ
を
入
れ
、
火
を
つ
け
て
巣
を
焼

い
て
し
ま
う
方
法
で
す
。
こ
の
方
法
を

用
い
る
と
き
は
、
火
に
十
分
注
意
し
、

山
火
事
等
に
気
を
つ
け
る
と
共
に
子

ど
も
さ
ん
に
ま
ね
を
さ
せ
な
い
よ
う

特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
薬
剤
散
布
方
法

　
ア
メ
シ
ロ
が
巣
か
ら
出
て
樹
木
全

体
に
分
散
し
た
時
期
の
防
除
方
法
で

す
．
薬
剤
に
よ
る
防
除
は
薬
が
か
か

っ
た
虫
は
死
に
ま
す
が
、
樹
木
全
体

に
ち
ら
ば
っ
て
お
り
、
必
ず
薬
の
か

か
ら
な
い
虫
が
残
り
、
そ
の
一
匹
が

ま
た
三
百
か
ら
千
個
の
卵
を
産
む
の

で
撲
減
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
す
。

　
代
表
的
な
防
除
薬
と
し
て
D
D
V

P
乳
剤
、
デ
ィ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
乳
剤

等
が
あ
り
、
薬
局
や
農
協
等
で
市
販

さ
れ
て
い
ま
す
．
（
薬
剤
等
の
使
用

に
当
っ
て
は
、
使
用
方
法
等
十
分
注

意
し
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
）

枝
切
方
法

2

§

魅
　
“

巣
焼
方
法

ボ
・
に
し
め
し

た
石
油
　
杢
缶

o

し出します

よる方法

σ
9

0

防除機を
｝
　無料で貸
　市では、アメシ・専用の防除機と高枝切り

バサミを用意し、つぎの要領で無料貸し出し

します。

貸付対象者

　市政事務嘱託員及び各事業所責任者（防除

は町内や部落全体で行わないと効果がありま

せんので、個人貸し出しはいたしません〉

借受け方法

　借受けを希望する方は、嘱託員及び事業所

責任者を通じ市・農林課へ申し込み、使用方

法等の説明を受けてください。

　なお・台数に限りがありますので、借受け

る2、3日前に申し込み、その結果により町

内や部落の防除日程を決めるようにしてくだ

さい。

防
除
は
市
農
業
共
済
組
合
、

市
農
協
で
も
し
て
く
れ
ま
す

　
市
農
協
、
市
農
業
共
済
組
合
で
も

防
除
を
し
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

つ
ぎ
の
事
項
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
．

一
、
大
型
防
除
機
械
で
す
か
ら
、
二

～
三
町
内
ま
と
ま
っ
て
実
施
す
る
．

二
、
責
任
者
を
は
っ
き
り
と
決
め
る
。

三
、
防
除
当
日
は
、
人
夫
（
ホ
ー
ス

持
ち
）
を
四
～
五
人
出
役
さ
せ
る
。

四
、
防
除
当
日
ま
で
に
、
ド
ラ
ム
カ

ン
位
の
大
き
さ
の
容
器
に
、
水
を
満

た
し
て
、
二
～
三
本
用
意
し
て
お
く
。

五
、
町
内
の
防
除
体
制
が
整
っ
た
ら
、

実
施
す
る
一
週
間
位
前
に
、
市
農
協
、

ま
た
は
市
農
業
共
済
組
合
へ
．
連
絡
し

目
程
等
打
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
（
連
絡
先
　
市
農
協
営
農
課
　
8

七
1
一
五
七
一
、
市
農
業
共
済
組
合

8
二
－
二
二
六
四
）

六
、
防
除
薬
剤
は
、
防
除
実
施
者
の

負
担
と
し
、
防
除
機
械
の
使
用
料
は

市
農
協
、
市
農
業
共
済
組
合
の
機
械

と
も
一
時
間
当
り
五
千
円
で
す
。

　
ど
ち
ら
も
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
一

人
付
き
ま
す
。多メ

瓜o

乾
6

“

駆⑨簡

ノ
し

》

滋

冷
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1消費者協会
　　　　　　　　　　　　　　　罷　　謙総会を開催

　　　　　　　　　　　　　　　舞繋　r契強．，難騰課議暑

　　　　　　　　　　　　　　欝辱馨き総難綴

ヨッコラショ〃一鉢の右仏一1て績、肖団宝，、禦賜慰鍵
鉢の石仏（市指定文化財、史跡）の境内清掃が13雛今套火具杏鄭1参加創5御）しています。

ひ
と
り
ひ
と
り
が

か
し
こ
い
消
費
者
に

☆
5
月
3
0
日
は

消
費
者
の
日

　
～
今
年
か
ら

　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
～

家
内
労
働
で

　
　
お
こ
ま
り
の
方
は

　
五
月
二
十
一
目
～
三
十
一
日
は
家

内
労
働
旬
間
で
す
。
こ
の
旬
問
は
、

昭
和
四
十
六
年
に
家
内
労
働
者
を
守

る
た
め
に
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
年
の
目
標
は
、
「
家
内
労
働
手

帳
の
普
及
と
家
内
労
働
者
に
よ
る
災

害
の
防
止
」
に
お
い
て
い
ま
す
．

　
旬
間
中
に
巡
回
相
談
も
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。
日
頃
、
工
賃
や
安
全
衛
生

な
ど
の
こ
と
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
家
内
労
働
相
談
日

日
時
　
五
月
二
十
九
日
　
午
前
十
時

～
午
後
三
時

場
所
　
十
日
町
市
農
協
福
祉
会
館

相
談
員
　
新
潟
労
働
基
準
局
、
十
目

町
労
働
基
準
監
督
署
職
員

（
う
↑
～
～
↓
↑
う
↑
～
～
～
ウ
↑
う
↑
～
2
う
↑
～
～
2
～
2
～
2
～
～
～
～
2
～
2
2
～
～
～
～
弟
↑
2
2
～
～
壱

量
彦
穆
聖
睾
量
婁
聖
童
睾
睾
睾
聖
睾
睾
穆
量
睾
彦
聖
睾
睾
童
童
穆
量

八
さ
ん
圃
ー
学
校
町
i
に
勲
六
等
瑞

宝
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
島
さ
ん
は
、
二
十
三
歳
で
消
防

団
員
に
な
っ
て
以
来
、
四
十
二
年
問

消
火
一
筋
に
つ
と
め
て
こ
ら
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
．

　
今
も
、
第
二
分
団
第
一
部
長
と
し

て
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
．

　
Q
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、

におこな才）れました。これは、吉田地区商工振

会商業支部会員（22人）の皆さんが、毎年おこな

ているもので、今年で7回目になります。

豪雪で倒れた石仏を…体一体、元にもどしたり、

内を掃き清めたり、入念な整備がおこなわれま

た。

あなたも、200基の石仏がまします神仏混合の、

間信仰の霊地を、お．とずれてみませんか。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

駐
車
場
？
ゴ
ミ
捨
場
？
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
最
初
、
二
つ
の
ゴ
、
・
、
袋
が
捨
て
て
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
■
L
も

あ
呈
し
た
。
し
ば
ら
く
し
た
7
嚇

六
個
に
ふ
え
て
い
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

通
っ
た
時
に
は
ワ
あ
と
お
り
で
す
。
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

最
初
に
捨
て
ら
れ
た
袋
は
破
れ
ば
碁

め
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
六
月
五
日
か
ら
環
境
週
間
で
す
．
～

酒
ー
ー
ー
ー
ー
ー
知
ー
優
碧
ー
奪
鈷
振
～
鋒
緯
概
歯
護
縷
雛
絃

ご
存
知
で
す
か
？

　
国
民
年
金
の
免
除
制
度

　
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
景
気
が

停
滞
し
不
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
の
中
に
〃
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
る
ゆ
と
り
が
な
い
”
と

い
う
方
は
い
ま
せ
ん
か
…
…
。

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
将
来
の
年
金
受
給
条
件
と
し

て
決
め
ら
れ
た
期
間
、
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
間
に
失
業
し
た
り
、
災
害
に

あ
っ
た
り
し
て
、
保
険
料
を
納
め

る
の
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
は

保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
免
除
を
う
け
る
に
は
知
事

に
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書

を
出
し
て
審
査
を
う
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

申
請
の
手
続
き
を
怠
り
、
保
険
料
を

滞
納
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
給
付
さ
れ
る
障
害
、

母
子
年
金
な
ど
も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
不
況
下
で
、
保
険
料
の
納
付

国民年金の免除制度

　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
三
年
度
分

ま
る
ま
る
免
除
を
う
け
よ
う
と
す
る

に
は
、
な
る
べ
く
早
目
に
免
除
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
免
除

ら
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

保
険
料
額
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
追
納
す
れ
ば
、
年
金
額
は
保
険
料
を

納
め
た
人
と
同
じ
に
な
り
ま
す
）

が
困
難
な
方
は
、
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
か
な
い
で
、
さ
っ
そ
く
、

．
市
民
課
国
民
年
金
係
（
8
七
i
三

一
一
一
内
二
一
九
）
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

　
（
免
除
さ
れ
る
に
は
、
相
当
厳
し

い
条
件
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

印
鑑
持
参
の
上
、
理
由
等
お
話
し

く
だ
さ
い
）

　
な
お
、
免
除
を
受
け
た
期
間
の

年
金
額
は
、
保
険
料
を
納
め
た
場

合
の
三
分
の
一
と
な
り
、
年
金
を

受
け
る
と
き
不
利
に
な
り
ま
す
が

追
納
と
い
っ
て
免
除
を
う
け
て
か

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
当
時
の

の1”m””””1”lll””1”“とお”3お紐凸琶題lll”1””””””“”1””””1”1””“”ll”1”1”1”””””lll9””1”II”1””1日召和53年5月25日””1”H

児
童
手
当
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

か
②
に
該
当
す
る
方
は
、
六
月
分
よ

り
受
給
資
格
が
生
じ
ま
す
の
で
、
印

鑑
持
参
の
上
、
市
社
会
福
祉
事
務
所

で
手
続
を
と
っ
・
て
く
だ
さ
い
。

①
扶
養
親
族
、
控
除
対
象
配
偶
者
（
以

　
下
「
扶
養
親
族
等
」
と
い
う
）
が

　
い
な
い
方
は
、
所
得
額
が
二
百
二

　
十
二
万
六
千
円
未
満
の
場
合
に
受

　
給
資
格
が
あ
り
ま
す
。

②
扶
養
親
族
等
が
あ
る
方
は
、
所
得

　
額
が
二
百
二
十
二
万
六
千
円
に
、

　
扶
養
親
族
等
一
人
に
つ
き
二
十
六

　
万
円
（
扶
養
親
族
等
が
老
人
の
場

　
合
は
三
十
二
万
円
）
を
加
え
た
額

　
よ
り
少
な
い
場
合
に
受
給
資
格
が

　
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
，
馨

し
尿
浄
化
槽
を
設
置
し
た
ら

　
し
尿
浄
化
槽
（
水
洗
便
所
）
の
使

用
者
に
は
、
維
持
や
管
理
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
設
置
し
た
と
き

に
は
、

　
日
、
各
地
区
担
当
の
清
掃
業
者
と

維
持
管
理
契
約
を
結
び
、
浄
化
槽
の

噸
、
凝
談
灘
蝋
麟
灘
邨
辣
灘
蔀
、
、
，
繭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
応
学
限
募
応
色
4
5
応
都
り
く
ω
㈲
作
す
審
次
い
し
伽

ξ
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
も

査及び発表　第1次（市）、第2

（県）、第3次（中央）審査を行

、10月下旬に入選作品を発表いた

ます。

し○つし←つc◆つ帥つωつし○つし○つc冷つし◆つしoつし◆つじ◆つし◆つしじつ

清
掃
を
し
て
く
だ
さ
い
。
浄
化
槽
の

清
掃
料
金
及
び
点
検
料
金
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

　
口
、
保
健
所
の
放
流
水
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
今
年
の
放
流
水
検

査
は
六
月
（
七
・
八
・
十
五
．
十
六

日
）
七
月
（
六
・
七
・
十
四
日
）
に

実
施
さ
れ
ま
す
．
該
当
の
方
に
は
、

個
人
あ
て
通
知
い
た
し
ま
す
の
で
、

採
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
手
数
料

ヂ！踏切事故をなくしましょう

と
と爺

＼

　去る4月、国鉄飯山線

岩野踏切で、立往生して

いるブノレドーザーに列車

が衡突する事故がありま　　　へ＼

した。この事故は、ブル　　　　ー

ドーザーが踏切を通過し

ようとしたら警報器が鳴

り、しゃ断機がおりてき

たため、運転席をおりて

しゃ断機をあげている間に、ブルド

して、列車と衡突したものです。

　この事故のような場合で、しゃ断

まだ、車が踏切軌道敷内にいる時に

り抜けるようにしましょう。しゃ断

は
、
検
査
手
数
料
一
件
に
つ
き
二
千

三
百
円
、
採
水
手
数
料
一
件
に
つ
き

五
百
円
、
計
二
千
八
百
円
で
す
。
検

査
の
当
日
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
点
検
、
放
流
水
検
査
基
準
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
不
明
の
点
は
、

　
　
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
奮
七
⊥
五
七
q

　
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

金料掃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表

清
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金

槽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料

化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検

浄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点

◎
清
掃
料
金
6
㎡
～
2
5
㎡
ま
で
ω
㎡
増
す
毎
に
七
百
円
加
算
。
2
6
㎡
～
5
0
㎡
ま
で
0
ユ
㎡
増
す

毎
に
七
百
十
円
加
算
　
◎
点
検
料
金
5
㎡
～
5
0
㎡
ま
で
0
5
㎡
増
す
毎
に
百
二
十
五
円
加
算
。

谷量圃 円

1．0 8，500
1．5 10，800
2．0 14，400
2．5 18，000
3．0 21，600
3．5 25，200
4．0 28，800
4．5 32，400
5．0 36，000
5．5 39，500
6．0 43，000
6．5 46，500
7．0 50，000
7．5 53，500
8．0 57，000
8．5 60，500
9．0 64，000
9．5 67，500

10．0 71，000

谷量㈲ 一回料金（円）

1．0 800
1．5 1，000
2．O 1，250
3．0 1，450
4．0 1，650
5．0 1，850

10．O 3，100

いる間に、ブルドーザーがバック点検放流水検査基準

　この事故のような場合で、しゃ断機がおりても、

まだ、車が踏切軌道敷内にいる時には、そのまま走

り抜けるようにしましょう。しゃ断機は、外側から

内側には動きませんが、内側（線路側）から外側に

は開くようになっています。万一の場合のために知

っておきたいことです。

　車には、非常信号用具（発煙筒、赤旗）も忘れず

にそなえておきましょう。非常時に、列車をとめて

も損害金をとられることはありません。

処理方式
処理対象

人　　員

点　　　　検 放流水検査

回　数
点検時の
水質調査
項　　　目

回　数 項　目

腐敗タン

ク方式 一
3月に
1回以上

温　　度

透視度
残留塩素

水素イオン

年2回

以　　上

透視度
水素イオン

濃度指数

生物化学的

酸素要求量

塩棄イオン

長時問ば

つ気方式

100人以下
2月に
1回以上

濃度指数

101人以上 1月に
1回以上

汚でい沈
でん率

欝讐薦繋騨簿謙欝1欝麗
　　　　　　1日移動労働相談日…6月9日（金）午前10時～午後4時（於十日町市役所）

桑
あ
；
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ミ
ミ
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篭～～鴬篤嚇穐穐嚇幅亭壱～覧臨～曳幅～駕嚇～↑壷～曳～嚇幅～嚇～～亭壱嚇苧り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1消費者協会
　　　　　　　　　　　　　　　罷　　謙総会を開催

　　　　　　　　　　　　　　　舞繋　r契強．，難騰課議暑

　　　　　　　　　　　　　　欝辱馨き総難綴

ヨッコラショ〃一鉢の右仏一1て績、肖団宝，、禦賜慰鍵
鉢の石仏（市指定文化財、史跡）の境内清掃が13雛今套火具杏鄭1参加創5御）しています。

ひ
と
り
ひ
と
り
が

か
し
こ
い
消
費
者
に

☆
5
月
3
0
日
は

消
費
者
の
日

　
～
今
年
か
ら

　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
～

家
内
労
働
で

　
　
お
こ
ま
り
の
方
は

　
五
月
二
十
一
目
～
三
十
一
日
は
家

内
労
働
旬
間
で
す
。
こ
の
旬
問
は
、

昭
和
四
十
六
年
に
家
内
労
働
者
を
守

る
た
め
に
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
年
の
目
標
は
、
「
家
内
労
働
手

帳
の
普
及
と
家
内
労
働
者
に
よ
る
災

害
の
防
止
」
に
お
い
て
い
ま
す
．

　
旬
間
中
に
巡
回
相
談
も
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。
日
頃
、
工
賃
や
安
全
衛
生

な
ど
の
こ
と
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
家
内
労
働
相
談
日

日
時
　
五
月
二
十
九
日
　
午
前
十
時

～
午
後
三
時

場
所
　
十
日
町
市
農
協
福
祉
会
館

相
談
員
　
新
潟
労
働
基
準
局
、
十
目

町
労
働
基
準
監
督
署
職
員

（
う
↑
～
～
↓
↑
う
↑
～
～
～
ウ
↑
う
↑
～
2
う
↑
～
～
2
～
2
～
2
～
～
～
～
2
～
2
2
～
～
～
～
弟
↑
2
2
～
～
壱

量
彦
穆
聖
睾
量
婁
聖
童
睾
睾
睾
聖
睾
睾
穆
量
睾
彦
聖
睾
睾
童
童
穆
量

八
さ
ん
圃
ー
学
校
町
i
に
勲
六
等
瑞

宝
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
島
さ
ん
は
、
二
十
三
歳
で
消
防

団
員
に
な
っ
て
以
来
、
四
十
二
年
問

消
火
一
筋
に
つ
と
め
て
こ
ら
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
．

　
今
も
、
第
二
分
団
第
一
部
長
と
し

て
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
．

　
Q
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、

におこな才）れました。これは、吉田地区商工振

会商業支部会員（22人）の皆さんが、毎年おこな

ているもので、今年で7回目になります。

豪雪で倒れた石仏を…体一体、元にもどしたり、

内を掃き清めたり、入念な整備がおこなわれま

た。

あなたも、200基の石仏がまします神仏混合の、

間信仰の霊地を、お．とずれてみませんか。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

駐
車
場
？
ゴ
ミ
捨
場
？
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
最
初
、
二
つ
の
ゴ
、
・
、
袋
が
捨
て
て
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
■
L
も

あ
呈
し
た
。
し
ば
ら
く
し
た
7
嚇

六
個
に
ふ
え
て
い
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

通
っ
た
時
に
は
ワ
あ
と
お
り
で
す
。
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

最
初
に
捨
て
ら
れ
た
袋
は
破
れ
ば
碁

め
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
六
月
五
日
か
ら
環
境
週
間
で
す
．
～

酒
ー
ー
ー
ー
ー
ー
知
ー
優
碧
ー
奪
鈷
振
～
鋒
緯
概
歯
護
縷
雛
絃

ご
存
知
で
す
か
？

　
国
民
年
金
の
免
除
制
度

　
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
景
気
が

停
滞
し
不
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
の
中
に
〃
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
る
ゆ
と
り
が
な
い
”
と

い
う
方
は
い
ま
せ
ん
か
…
…
。

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
将
来
の
年
金
受
給
条
件
と
し

て
決
め
ら
れ
た
期
間
、
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
間
に
失
業
し
た
り
、
災
害
に

あ
っ
た
り
し
て
、
保
険
料
を
納
め

る
の
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
は

保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
免
除
を
う
け
る
に
は
知
事

に
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書

を
出
し
て
審
査
を
う
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

申
請
の
手
続
き
を
怠
り
、
保
険
料
を

滞
納
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
給
付
さ
れ
る
障
害
、

母
子
年
金
な
ど
も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
不
況
下
で
、
保
険
料
の
納
付

国民年金の免除制度

　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
三
年
度
分

ま
る
ま
る
免
除
を
う
け
よ
う
と
す
る

に
は
、
な
る
べ
く
早
目
に
免
除
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
免
除

ら
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

保
険
料
額
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
追
納
す
れ
ば
、
年
金
額
は
保
険
料
を

納
め
た
人
と
同
じ
に
な
り
ま
す
）

が
困
難
な
方
は
、
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
か
な
い
で
、
さ
っ
そ
く
、

．
市
民
課
国
民
年
金
係
（
8
七
i
三

一
一
一
内
二
一
九
）
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

　
（
免
除
さ
れ
る
に
は
、
相
当
厳
し

い
条
件
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

印
鑑
持
参
の
上
、
理
由
等
お
話
し

く
だ
さ
い
）

　
な
お
、
免
除
を
受
け
た
期
間
の

年
金
額
は
、
保
険
料
を
納
め
た
場

合
の
三
分
の
一
と
な
り
、
年
金
を

受
け
る
と
き
不
利
に
な
り
ま
す
が

追
納
と
い
っ
て
免
除
を
う
け
て
か

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
当
時
の

の1”m””””1”lll””1”“とお”3お紐凸琶題lll”1””””””“”1””””1”1””“”ll”1”1”1”””””lll9””1”II”1””1日召和53年5月25日””1”H

児
童
手
当
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

か
②
に
該
当
す
る
方
は
、
六
月
分
よ

り
受
給
資
格
が
生
じ
ま
す
の
で
、
印

鑑
持
参
の
上
、
市
社
会
福
祉
事
務
所

で
手
続
を
と
っ
・
て
く
だ
さ
い
。

①
扶
養
親
族
、
控
除
対
象
配
偶
者
（
以

　
下
「
扶
養
親
族
等
」
と
い
う
）
が

　
い
な
い
方
は
、
所
得
額
が
二
百
二

　
十
二
万
六
千
円
未
満
の
場
合
に
受

　
給
資
格
が
あ
り
ま
す
。

②
扶
養
親
族
等
が
あ
る
方
は
、
所
得

　
額
が
二
百
二
十
二
万
六
千
円
に
、

　
扶
養
親
族
等
一
人
に
つ
き
二
十
六

　
万
円
（
扶
養
親
族
等
が
老
人
の
場

　
合
は
三
十
二
万
円
）
を
加
え
た
額

　
よ
り
少
な
い
場
合
に
受
給
資
格
が

　
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
，
馨

し
尿
浄
化
槽
を
設
置
し
た
ら

　
し
尿
浄
化
槽
（
水
洗
便
所
）
の
使

用
者
に
は
、
維
持
や
管
理
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
設
置
し
た
と
き

に
は
、

　
日
、
各
地
区
担
当
の
清
掃
業
者
と

維
持
管
理
契
約
を
結
び
、
浄
化
槽
の

噸
、
凝
談
灘
蝋
麟
灘
邨
辣
灘
蔀
、
、
，
繭
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応
学
限
募
応
色
4
5
応
都
り
く
ω
㈲
作
す
審
次
い
し
伽

ξ
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§
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§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
も

査及び発表　第1次（市）、第2

（県）、第3次（中央）審査を行

、10月下旬に入選作品を発表いた

ます。

し○つし←つc◆つ帥つωつし○つし○つc冷つし◆つしoつし◆つじ◆つし◆つしじつ

清
掃
を
し
て
く
だ
さ
い
。
浄
化
槽
の

清
掃
料
金
及
び
点
検
料
金
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

　
口
、
保
健
所
の
放
流
水
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
今
年
の
放
流
水
検

査
は
六
月
（
七
・
八
・
十
五
．
十
六

日
）
七
月
（
六
・
七
・
十
四
日
）
に

実
施
さ
れ
ま
す
．
該
当
の
方
に
は
、

個
人
あ
て
通
知
い
た
し
ま
す
の
で
、

採
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
手
数
料

ヂ！踏切事故をなくしましょう

と
と爺

＼

　去る4月、国鉄飯山線

岩野踏切で、立往生して

いるブノレドーザーに列車

が衡突する事故がありま　　　へ＼

した。この事故は、ブル　　　　ー

ドーザーが踏切を通過し

ようとしたら警報器が鳴

り、しゃ断機がおりてき

たため、運転席をおりて

しゃ断機をあげている間に、ブルド

して、列車と衡突したものです。

　この事故のような場合で、しゃ断

まだ、車が踏切軌道敷内にいる時に

り抜けるようにしましょう。しゃ断

は
、
検
査
手
数
料
一
件
に
つ
き
二
千

三
百
円
、
採
水
手
数
料
一
件
に
つ
き

五
百
円
、
計
二
千
八
百
円
で
す
。
検

査
の
当
日
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
点
検
、
放
流
水
検
査
基
準
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
不
明
の
点
は
、

　
　
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
奮
七
⊥
五
七
q

　
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

金料掃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表

清
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金

槽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料

化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検

浄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点

◎
清
掃
料
金
6
㎡
～
2
5
㎡
ま
で
ω
㎡
増
す
毎
に
七
百
円
加
算
。
2
6
㎡
～
5
0
㎡
ま
で
0
ユ
㎡
増
す

毎
に
七
百
十
円
加
算
　
◎
点
検
料
金
5
㎡
～
5
0
㎡
ま
で
0
5
㎡
増
す
毎
に
百
二
十
五
円
加
算
。

谷量圃 円

1．0 8，500
1．5 10，800
2．0 14，400
2．5 18，000
3．0 21，600
3．5 25，200
4．0 28，800
4．5 32，400
5．0 36，000
5．5 39，500
6．0 43，000
6．5 46，500
7．0 50，000
7．5 53，500
8．0 57，000
8．5 60，500
9．0 64，000
9．5 67，500

10．0 71，000

谷量㈲ 一回料金（円）

1．0 800
1．5 1，000
2．O 1，250
3．0 1，450
4．0 1，650
5．0 1，850

10．O 3，100

いる間に、ブルドーザーがバック点検放流水検査基準

　この事故のような場合で、しゃ断機がおりても、

まだ、車が踏切軌道敷内にいる時には、そのまま走

り抜けるようにしましょう。しゃ断機は、外側から

内側には動きませんが、内側（線路側）から外側に

は開くようになっています。万一の場合のために知

っておきたいことです。

　車には、非常信号用具（発煙筒、赤旗）も忘れず

にそなえておきましょう。非常時に、列車をとめて

も損害金をとられることはありません。

処理方式
処理対象

人　　員

点　　　　検 放流水検査

回　数
点検時の
水質調査
項　　　目

回　数 項　目

腐敗タン

ク方式 一
3月に
1回以上

温　　度

透視度
残留塩素

水素イオン

年2回

以　　上

透視度
水素イオン

濃度指数

生物化学的

酸素要求量

塩棄イオン

長時問ば

つ気方式

100人以下
2月に
1回以上

濃度指数

101人以上 1月に
1回以上

汚でい沈
でん率

欝讐薦繋騨簿謙欝1欝麗
　　　　　　1日移動労働相談日…6月9日（金）午前10時～午後4時（於十日町市役所）

桑
あ
；
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ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種
等
を
実
施

　
昭
和
五
十
．
』
年
度
結
核
予
防
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
及
び
B
C
G
接

種
を
左
記
の
日
程
に
よ
り
実
施
し
ま

す
。
該
当
者
は
必
ず
母
子
健
康
手
帳

を
持
参
の
う
え
、
会
場
へ
お
い
で
く

　
　
　
　
　
、

た
さ
い
。
、

該
当
者
及
び
注
意
事
項

地
　
区
名

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

判
定
・
B
C
G

実
　
施
　
時
　
間

実
施
会
場

月
　
　
　
日

月
　
　
　
日

東
小
学
校
区

6
月
1
3
日
㈹

6
月
1
5
日
困

午
後
2
時
～
2
時
半

東
小
学
校

ド
条
小
学
校
区

午
後
1
時
半
～
2
時

ド
条
公
民
館

東
ド
組
小
学
校
区

午
後
2
時
半
～
2
時
4
0
分

東
下
組
小
学
校

飛
一
小
学
校
区

6
月
2
0
日
図

6
月
2
2
日
困

午
後
2
時
～
2
時
2
0
分

飛
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

午
後
2
時
4
0
分
～
2
時
50
分

飛
二
小
学
校

＋
日
町
全
区

午
後
2
時
～
2
時
半

勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム

水
沢
小
学
校
区

6
月
2
6
日
㈲

6
月
2
8
日
㈱

午
後
1
時
半
～
2
時

水
沢
出
張
所

馬
場
小
学
校
区

午
後
2
時
半
～
2
時
⑳
分

馬
場
小
学
校

珠
川
分
校
区

午
後
3
時
～
3
時
1
0
分

珠
田
分
校

川
治
全
区
6
月
2
7
日
図

6
月
2
9
日
困

午
後
2
時
～
3
時

川
治
公
民
館

中
条
小
学
校
区

6
月
2
8
日
困

6
月
3
0
日
囲

午
後
2
時
～
2
時
半

中
条
小
学
校

六
箇
全
区

　
　
　
｝

7
月
3
日
帽

7
月
5
日
困

午
後
2
時
～
2
時
半

六
箇
小
学
校

野
中
小
学
校
区

午
後
2
時
4
5
分
～
3
時

野
中
小
学
校

吉
田
小
学
校
区

7
月
1
7
日
側

7
月
1
9
日
㈱

午
後
2
時
～
2
時
2
0
分

吉
田
小
学
校

名
ケ
山
小
学
校
区

午
後
2
時
4
0
分
～
2
時
5
0
分

名
ケ
山
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後
3
時
～
3
時
1
0
分

真
田
小
学
校

鐙
島
小
学
校
区

午
後
3
時
2
0
分
～
3
時
4
0
分

鐙
島
小
学
校

◆
昭
和
五
十
二
年
生
ま
れ
の
者
全
員
．
、

◆
昨
年
の
ツ
ベ
ル
ケ
リ
ン
反
応
陰
性

者
H
及
び
B
C
G
接
種
者
、
疑
陽
性

者
㈲
と
未
実
施
者
．

◆
該
当
者
に
は
個
人
通
知
を
出
し
て

お
り
ま
す
が
、
万
一
通
知
も
れ
の
方

は
日
程
を
ご
覧
の
う
え
、
会
場
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
．

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
六
月
二
日
囲
　
午
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
　
平
、
戸
渡
、
漉
野
、

二
子
　
▼
六
月
九
日
囲
　
午
後
一
時

～
午
後
四
時
ま
で
　
高
田
町
三
丁
目
、

高
田
町
三
南
、
高
田
町
．
一
東
、
高
田

町
三
西
の
一
部
、
丸
山
町
の
一
部
、

高
田
町
四
丁
目
の
一
部
、
春
日
町
丁

一
丁
三
丁
目
の
各
一
部
、
桜
木
町
の

一
部
▼
六
月
九
目
團
午
前
九
時

～
正
午
ま
で
　
宮
下
町
の
一
部
、
本

町
二
丁
目
の
一
部
、
高
田
町
一
丁
目

の
一
部
、
本
町
西
一
丁
目
の
一
部
、

髪
　
　
　
●
＝
　
　
　
　
■
　
．
．
　
”
＝
　
り

ゆ
ず
り
ま
す
　
　
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

　
◆
5
月
1
0
日
ま
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
者
は
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

　
　
　
、

規
　
格

希
望
価
格

オ
ガ
サ
カ
ス
キ
f
9
ヤ

中
古
騰
㎝

三
万
五
千
円

“
、
　
　
　
　
　
　
O
C

ノ
ィ
ク
5
c

中
　
古

三
万
円

、
、
、
シ
ン
足
ふ
み
式

中
　
古

話
し
合
い
で

ミ
ニ
サ
イ
ク
ル

〃

五
千
円

ブ
ラ
ザ
編
募
隣

〃

三
万
円
で

三
輪
車
（
五
歳
用
）

〃

三
千
円

電
気
あ
ん
ま
機

〃

五
千
－
円
～

　
一
万
円

扇
　
風
　
機

〃

二
千
円

仏
壇
（
顯
羅
）

〃

＋
三
万
円
位

バ
イ
ク
5
0
㏄

〃

五
千
円

ス
　
テ
　
レ
　
オ

〃

不
明

ベ
ッ
ト
（
譲
．
ト
）

〃

話
し
合
い
で

仏
壇
（
澗
鵡
藩
）

〃

＋
万
円
位

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

一
万
円
位

袋
町
東
・
中
の
各
一
部
　
▼
六
月
十

四
日
困
　
午
前
九
時
～
正
午
ま
で

－
・
，
　
膨

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者
参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

6
月
7
日

　
（
水
）

午
後
－
時

～
－
時
半

＋
日
町
公
民
館

53
年
2
月

生
れ
の
者

全
　
域

育
児
学
級

身
体
測
定

内
科
検
診

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

6
月
9
日

　
（
金
）

午
後
－
時

～
－
時
半

＋
日
町
公
民
館

51
年
1
2
月

生
れ
の
者

全
　
域

身
体
測
定

歯
科
検
診

内
科
検
診

個
人
通
知
が

な
く
て
も
該

当
月
の
方
は

お
い
で
く
だ

さ
い
。

3
歳
児
検
診

6
月
1
4
日

　
（
水
）

午
後
－
時

～
2
時
半

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

49
年
1
2
月

生
れ
の
者

全
　
域

育
児
相
談

6
月
1
5
日

　
（
木
）

午
後
－
時
半

　
～
4
時

＋
日
町
公
民
館

52
年
8
月

～
－
o
月
生

れ
の
者

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

身
体
測
定

保
育
に
つ
い

て
の
相
談

昭
和
町
一
・
二
丁
目
の
各
一
部
、
高

田
町
二
丁
目
の
一
部
、
泉
町
の
一
部
、

栄
町
の
一
部
、
寿
町
四
丁
目
の
一
部

▼
六
月
十
四
日
困
　
午
後
一
時
～
午

後
四
時
半
ま
で
　
北
新
田
、
城
之
古

の
一
部
。

…
6
月
の
休
日
救
急
医
　
…

…
4
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
…

…
　
　
　
　
8
2
の
2
1
7
4
番
｝

…
1
1
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

一
　
　
　
　
8
2
の
3
2
6
9
番
…

…
1
8
日
庭
野
医
院
（
神
明
町
）
㎜

㎜
　
　
　
　
8
2
の
2
7
1
1
番
…

…
2
5
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

一
　
　
　
　
8
7
の
3
0
1
8
番
…

今月の納税…軽自動車税の納期限5月31目まで

　吻躍
盈6』彪夢3

6老5
　　口32号口

編集発行／十日町市役所（電話（代）7－3111）笛月25日（1部6円）

○
：

・
・
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

　
　
　
　
　
　
7
月
3
日

　
七
月
一
日
か
ら
一
ヵ
月
間
「
愛
の

血
液
助
け
合
い
運
動
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
例
年
、
夏
に
な
る
と
海
や
山

へ
出
か
け
る
人
が
多
い
う
え
、
暑
さ

で
献
血
者
が
減
っ
て
献
血
用
血
液
が

不
足
す
る
た
め
に
こ
の
期
間
に
、
特

に
献
血
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
新
潟
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で

は
、
一
日
セ
ン
タ
ー
長
に
、
十
日
町

青
年
会
議
所
理
事
長
丸
山
秀
二
氏
を

委
嘱
し
て
街
頭
で
の
献
血
を
実
施
し

ま
す
。
当
日
は
、
十
日
町
青
年
会
議

）4回市民芸能祭（前期第
7

十
日
町
商
工
福
祉
会
館
前

所
の
会
員
の
協
力
に
よ
り
、
街
頭
で

の
呼
び
か
け
を
行
い
、
献
血
に
対
す

る
趣
旨
の
普
及
と
献
血
思
想
の
向
上

を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
◆
献
血
車
日
程

と
き
　
七
月
三
日
（
月
）
　
午
前
十
時

　
～
正
午
．
午
後
一
時
～
三
時

と
こ
ろ
　
十
日
町
商
工
福
祉
会
館
前

　
◆
献
血
で
き
る
人

来
満
十
六
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の

　
健
康
な
人
。

：
○

来
体
重
が
男
子
四
十
五
キ
。
修
以
上
、

女
子
四
十
キ
・
筈
以
上
の
人
。

来
前
回
の
採
血
か
ら
一
ヵ
月
以
上
経

　
過
し
て
い
る
人
。
　
（
来
献
血
手
帳

　
の
あ
る
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

　
7
月
の
休
段
救
急
区

30　　　23　　　16　　　9　　　　2

日　　日　　日　　日　　日

　
ス

贔
劇

　
　
　
ぼ
条

　
　
　
　
中

　
レ

踊
ボ
鼓
会
劇
度
隼
青

　
力
恋
野

民
・
賛
鰯

“
》
　
　
舞
國
》
欝

部
霧
雑
鶴
櫛
懸

　
白
椀
◇
　
　
蘭
◇

《
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
曳

イバノジツク・フ驚
、「

大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

　
　
8
2
の
2
9
5
7
番
…

山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
）
…

　
　
8
5
の
2
0
0
3
番
…

十
日
町
病
院
（
高
田
町
三
南
二

　
　
8
7
の
5
5
6
6
番
㎜

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
…

　
　
8
2
の
3
2
7
6
　
｝

池
田
医
院
（
本
町
一
西
）
…

　
　
8
2
の
2
5
8
1
　
…

☆
ナ
窺
璽
蒲
髭
会
館

☆
入
　
麺
　
無
　
料

アップヒ

ヤチヤチヤ

ンデイゴ　　　1慧力、

施設見挙に参加しませんか，

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
市
の
現
状
、
市
の
し

ご
と
の
実
態
な
ど
を
実
際
に

目
で
見
、
耳
で
聴
い
て
い
た

だ
く
施
設
見
学
会
を
開
催
し

ま
す
。

＊
実
施
期
間
　
七
月
中
旬
か

ら
九
月
中
旬
ま
で
の
希
望
の

日
（
士
・
日
曜
日
は
除
く
）

＊
対
象
者
　
マ
イ
ク
・
バ
ス

を
使
用
し
ま
す
の
で
、
原
則

的
に
は
二
十
名
位
の
グ
ル
ー

プ
・
団
体
と
し
ま
す
。

＊
輌
般
見
学
コ
ー
ス
　
衛
生
セ
ン
タ

ー
、
信
濃
川
運
動
公
園
、
卸
売
市
場
、

ゴ
ル
フ
場
、
広
域
消
防
庁
舎
な
ど

　
こ
の
ほ
か
に
見
学
希
望
ヵ
所
が
あ

る
場
合
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

＊
携
行
す
る
も
の
　
昼
食

＊
申
し
込
み
　
参
加
を
希
望
さ
れ
る

団
体
等
は
、
市
・
企
画
財
政
課
企
画

広
報
係
（
8
七
⊥
三
一
一
内
線
二

三
九
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

C
『


